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12.導t白書事俊射に5もた低強度ベダリング時の滋内護費紫
動態
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殺せf、従矢英昭3e筑波大学体育所究科、 2名古護大学大学設医学
研究科、 3筑波大学体育科学系、 4筑波大学先端学
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近赤外分光訟により鋭部の鮫繁動態を検討する捺，近
赤外光には黒色に吸収されやすい性質があることから，
毛髪の生えている部分から導出するためにはプロープ
給付部位を剃毛する必姿がある. したがって類部各部
俊から導出することが事?炎上関雛なため，一般的に前
額i訴から謀長jされている. しかし前額溜から得られる
反rGが，脱会体とどのような関係にあるかはまだ鳴ら
かにされていない.今後，ベダリング運動が綴滋動に
与える影響について考務するためにも前綴隠と鎖部の
他の部伎との関係について検討することは重姿である.
本研究ではベダリングi待のトルクがip'lj~をできるエルゴ
メータ(三菱ストレングスエルゴ240) を用いてベダ
リング時の鋭部の酸繁動態を部位別に検討し，顕在f~各
部俊絡の鮫蒸留j態の相向性を明らかにすることを自的
とした，被験者は一般努子学生5名(年齢20.0土]綾，
身長172.8土5.6cm，体獲66.8土3.4kg) とした。被験
者は:毛髪による影響を避けるために線部毛髪を樹まちし
た.ilI赤外分光裟援(浜松ホトニクス)のプロープは
綴部各部(能額泌を.者、頭頂部在:ぢ、後頭部;をお、機
綴部;左右){二員長fすんあらかじめ渡部MRIi蕗像により
!司定された各部位で，近・赤外光が皮質を通っているこ
とを確認した.被験者はストレングスエルゴの筋力測
定モードをfおいて60rpmでの締務ペダリング時の等
迷性筋力を測定し その教大筋力の15%を運動負荷と
した.安静状態を得た後， 3分間のペダリング運動，
その後3分間の間後期をとった.綴蔀i糠繁化動態につ
いては安静持を0として20秒毎の変化畿の平均僚を続
特約にプロットした.運動中の心拍数は106土2.2
bpmであり， RPEからも抵強度の遂動であることが示
され.JE常状態にあることを確認した.各部伎での運
動中，間後期の程変繁裂ヘモグロピンはいずれの部伎に
おいても運動鰐始後に減少し.Illi後期にi二奔する鰭向
がみられた.前額mrとその他の部俊では，護費素化ヘモ
グロピン毅にそれぞれの部役簡で有意な指熊が見られ，
各部位における左右の途いも認められ会かった.前怨
iJnと後頭部の!習で以運動終了時から閥復期にかけて後
頭部の酸化滋ヘモグロピンが低く，湾審の跨に有意差
が認められたことから，この部{玄関では注意が必婆で
ある. しかし，前額硲と他の部~í立についていずれも有
意な報開が~~~られていることから. f法強度でのペダ1)
ング選数という2とおi湾機伎の運動において渡部の綾紫
動態を測定する場合i久前額荷における酸素動態を鎮
部全体の典型としてみることができる可能性が示唆さ
れ，前額i留から導出する妥?E1伎が承された.
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